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岩手県南平坦地帯におけるササニシキ中後期生育の安定化

第5報 稚苗の適正栽植密度・栽植本数
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1は じ め に

近年 ,岩手県南平坦地帯におけるササニシキの多収事例

をみると,安定多収のために疎植あるいは栽植本数の減少
や,基肥窒素量を減らして初期生育を抑え,中期以降は積

極的に追肥等を行なう中後期生育を重視した栽培法が数多

く見られるようになってきた2)。

筆者らは,昭和59年から62年にわたり,当地帯における

中後期生育安定化のための調査研究及び各種の栽培試験を

行ない。その取りまとめの中から,栽植本数別分げつ体系
の特徴と問題点について報告1)した。ここではササニンキ

の良質安定多収確保のための,稚苗の適正規植密度,栽植

本数について報告する。

2試 験 方 法

試験年次 昭和59年～62年
供試品種 ササニシキ 3)試 験場所 県南分場内
育苗 稚苗 :箱当り200夕 播き (昭和59年～60年 )
1809播き (昭年61年～62年 )ヽ ずヽれも加温出芽 ,

ビニールハウス内育苗

移植期 5月 10日

供試条件

珪カル12ルタ/α  牛厩肥120カ /′
18)収量調査 玄米品質は17■

"ふ
るいによる

3 試験結果及び考察

(1)栽植密度試験

栽植密度別茎数,穂数の堆移を図 1に ,出穂期 ,収量構

成要素等を表 1に ,更に収量の年次変動を図 2に示した。

これをみると,密植ほど最高分げつ茎数,穂数は多く有効

茎数決定期,幼穂形成期,出穂期は早まる。また稗長は疎

植ほど長くなる (データ省略)力',倒伏
は少ない。収量を

みると,6月下旬に葉色の低下が著しい256株/″の密植
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図 : 栽植密度別茎数,穂数の推移
(昭和59年～61年 )
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1)表値密度試験 :蒻値密度Hl株/″ (30X30m)
167株/″ (30× 20m)222株/″ 00X15“ )
256株/″ (30X13m) 栽植本数 4～ 5本/株
2)栽植本数試験 :株当り1本 , 3本 , 5本 ,7本 ,

10本 栽植密度はいずれも222株/プ (30X15m)
0)施肥量 (成分ん夕/ι ) N:04+02 P20,I
12 K20:10+02(追 肥は,出穂10～ 15日 前)

表 i 栽植密度別出穂期,収量構成要素等の平均値 (昭和59年～62年 )
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葉色はかなり農く推移

7月 上旬―叶退色

6ガ 下句から退色はじめる

6月 20日 頃llSら退色 減分期嗅道色大
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図 2 栽植密度別収量の年次変動

では,穂数は多いものの,籾数の不足や倒伏により低収の

年がある。111株/プの疎植では,葉色の極端な低下は見
られないが,穂数不足で低収の年もあり,と もに収量の安
定性に欠ける。収量の安定性からは,222株/″植えが適
切と思われるが,よ り多収の可能性という点から見ると

,

6月 下旬の葉色の低下が少なく,籾数も適度に確保できる
167株/″植えが適正栽植密度と考えられる。
●)栽植本数試験

栽植本数別茎数,穂数の堆移を図 3に ,出穂期,収量構
成要素等を表 2に ,ま た収量の年次変動を図 4に示した。

図 3 栽植本数別茎数,穂数の推移
(昭和59年～62年 )
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図4 栽植本数別収量の年次変動

栽植本数が多いほど最高分げつ茎数・穂数が多く,有効

茎数決定期,幼穂形成期,出穂期は早まるが,稗長が短い

(データ省略)に もかかわらず倒伏は多い傾向にある。収

量はどの栽植本数でも差は少ないが, 6月 下旬の葉色の低

下が著しい7～ 10本植えでは,収量の年次変動は少ないも
のの籾数不足の傾向があり,安定多収の可能性は低い。一

方 1本植えでは葉色の低下は少ないが,茎数・穂数が不足

となることや,減数分裂期追肥が籾数過剰,倒伏増加を招
くこともあり,収量の年次変動が比較的大きい。今後安定

多収を目標とした場合には,葉色の低下が比較的少なく,
穂数,籾数が確保しやすく,倒伏も少ない3～ 5本/株植
えが適正と思われる。

4 ま  と  め

生育経過 (茎数の堆移 ,葉色の変化等),収量及びその
安定性,追肥等栽培対応のしやすさなどを勘案し,安定多
収 (目標650ルタ/2)を得るため,稚苗5月 10日植えの適
正栽植密度,栽植本数は,167株/イ植えでは1株 4～ 5本
植え,222株/″植えでは 1株 3～ 5本植えと確認できた。
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表 2 栽植本数別出穂期,収量構成要素等の平均値 (昭和59年～62年 )
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